
4広報とよおか　2006.3.25

 
□
針
葉
樹
・
広
葉
樹
混
交
林
の
整
備 

２
３
１
万
円

　

県
民
緑
税
を
活
用
し
、
樹
種
・
林
齢
の
異
な
っ
た
水
土
保

全
能
力
の
高
い
森
林
を
整
備
し
ま
す
。

□
豊
岡
消
防
署
出
石
分
署
但
東
駐
在
所
の
設
置

 

７
１
５
７
万
円

　

但
東
総
合
支
所
２
階
に
、　

時
間
体
制
の
救
急
を
主
体
と

２４

し
た
駐
在
所
を
設
置
し
ま
す
。

□
国
民
保
護
計
画
の
策
定 

５
０
０
万
円

　

県
の
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
き
、
武
力
攻
撃
等
に
対
す
る

た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

□
地
区
公
民
館
・
学
校
へ
の
避
難
物
資
の
配
備

 

１
１
４
３
万
円

　

地
区
公
民
館
・
学
校
に
、毛
布
･
水
･
食
糧
を
配
備
し
ま
す
。

□
竹
野
・
但
東
地
域
へ
防
災
行
政
無
線
の
整
備 
２
７
０
万
円

　

竹
野
・
但
東
地
域
へ
の
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
向
け
、

受
信
状
況
調
査
や
実
施
設
計
を
し
ま
す
。

□
地
域
防
災
の
充
実 

３
８
１
万
円

　

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
お
よ
び
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
と
し
て

阪
神
淡
路
大
震
災
演
劇
の
公
演
、
消
防
団
・
自
主
防
災
組
織

合
同
練
習
の
開
催
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
環
境
経
済
戦
略
の
推
進 

７
４
２
万
円

　

環
境
経
済
戦
略
に
基
づ
き
、
人
材
育
成
・
企
業
支
援
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

□
フ
ク
ノ
ハ
ナ（
酒
米
）の
振
興
の
支
援 

１
２
５
万
円

　

出
石
町
で
全
国
唯
一
栽
培
さ
れ
て
い
る
酒
米
「
フ
ク
ノ
ハ

ナ
」
の
安
定
し
た
生
産
と
、
地
酒
や
関
連
商
品
の
販
売
体
制

の
確
立
を
支
援
し
ま
す
。

□
鳥
居
や
す
ら
ぎ
農
園
の
整
備
の
支
援 

３
３
１
０
万
円

　

台
風　

号
の
被
害
を
受
け
た
出
石
町
鳥
居
地
区
の
復
興
の

２３

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
民
農
園
１
１
４
区
画
を
支
援
し
ま
す
。

□
湯
の
原
温
泉
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
等
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
９
５
３
万
円

　

湯
の
原
温
泉
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
、
コ
テ
ー
ジ
３
棟
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
や
親
水
広
場
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

□
木
屋
町
小
路（
仮
称
）の
整
備 

１
１
６
７
万
円

　

城
崎
温
泉
街
の
木
屋
町
小
路
に
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

テ
ナ
ン
ト
と
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

□
出
石
そ
ば
伝
来
３
０
０
年
祭
の
支
援 

３
０
０
万
円

　

信
州
上
田
か
ら
伝
来
し
た
出
石
そ
ば
の
３
０
０
年
を
記
念

し
た
「
出
石
そ
ば
伝
来
３
０
０
年
祭
」
を
支
援
し
ま
す
。

□
竹
野
浜
ナ
イ
タ
ー
水
泳
の
支
援 

２
０
０
万
円

　

７
月　

日
〜　

日
の
６
日
間
、
「
た
け
の
浜
フ
ァ
ン
タ

２５

３０

ジ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
、
ナ
イ
タ
ー
海
水
浴

場
の
開
設
や
渚
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
推
進 

８
４
１
万
円

　
「
戸
島
湿
地
公
園（
仮
称
）」（
城
崎
）の
基
本
構
想
・
計
画

の
策
定
や
市
民
学
習
会
の
開
催
、
普
及
啓
発
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の

制
作
や
学
術
研
究
へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
地
域
ま
る
ご
と
博
物
館
の
整
備 

５
９
３
１
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
周
辺
に「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）」
を
整
備
し
ま
す
。

□
旧
豊
岡
病
院
跡
地
の
整
備 

１
３
４
万
円

　

市
の
健
康
増
進
施
設
の
中
核
的
機
能
を
持
つ
総
合
健
康

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

□
兵
庫
国
体
の
開
催 

４
億
６
１
６
３
万
円

　

本
大
会
の
開
催
や
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

□
児
童
手
当
の
給
付 

６
億
３
２
４
６
万
円

　

国
の
制
度
改
正
を
受
け
、
手
当
支
給
要
件
を
現
行
の
小
学

校
３
学
年
か
ら
６
学
年
ま
で
へ
と
拡
充
し
て
給
付
し
ま
す
。

□
子
ど
も
の
野
生
復
帰 

５
７
０
万
円

　

環
境
学
習
プ
ラ
ン
の
調
査
、
子
ど
も
・
大
人
向
け
自
然
体

験
事
業
や
親
子
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策 

３
４
３
万
円

　

児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
、
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯
ベ

ル
を
配
布
し
、
不
審
者
へ
の
注
意
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

平成１８年度主な事業

自立と飛躍に 
向けた予算 

　平成１８年度予算は、合併後２年度目として安定した
財政運営を行うための「財政の自立」と、各地域の特
色ある個性を活かしつつ「各地域の自立」を図り、将
来のまちづくりにつながる予算として編成しました。
　また、新総合計画策定後の本格的なまちづくりを控
え、さらに防災・減災対策の充実を図り安全安心なま
ちづくりを進めるとともに、新たなまちづくりを軌道
に乗せるため地域経済・環境・健康・子ども・コミュ
ニティーなど各分野にわたり、その礎を構築します。１８
年度に計画している主な事業・施策は次のとおりです。

▲

　

月
に
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
を
開
催
し
、

１０競
技
施
設
の
整
備
や
大
会
運
営
を
行
う

豊岡 城崎 竹野 

日高 出石 但東 

▲

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
周
辺
に
「
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」
を
整
備
。
環

境
経
済
戦
略
を
推
進

１
・　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

２
・　

元
気
な
経
済
の
創
生

３
・　

豊
か
な
環
境
の
創
造

４
・　

心
身
の
健
康
づ
く
り

５
・　

健
や
か
な
子
ど
も
の
育
成

平成１８年度　豊岡市予算案
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□
福
住
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
と
寺
坂
公
民
館
の
整
備

 

２
億
１
７
２
７
万
円

　

地
区
公
民
館
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
出
石
地
域
に
福
住
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
と
寺
坂
地
区
公
民
館
を
整
備
し
ま
す
。

□
但
東
北
部
温
泉
施
設（
仮
称
）の
整
備 

３
２
５
３
万
円

　

但
東
北
部
地
区
の
泉
源
を
利
用
し
た
温
泉
施
設
を
整
備
す

る
た
め
、
実
施
計
画
・
用
地
取
得
・
造
成
を
行
い
ま
す
。

□
永
楽
館
の
整
備 

７
３
５
０
万
円

　

出
石
城
下
町
の
更
な
る
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、
近
畿
に
唯

一
残
る
芝
居
小
屋
「
永
楽
館
」
を
復
原
し
ま
す
。

□
植
村
直
己
冒
険
賞　

周
年
記
念
事
業
の
開
催

１０

 

１
１
３
３
万
円

　

植
村
直
己
冒
険
賞
の　

周
年
を
記
念
し
、
過
去
の
受
賞
者

１０

を
全
員
招
い
て
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

□
図
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備 

８
２
５
４
万
円

　

竹
野
総
合
支
所
の
改
修
工
事
と
城
崎
総
合
支
所
の
実
施
設

計
、
竹
野
・
日
高
地
域
公
民
館
図
書
室
の
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
実
施
し
ま
す
。

□
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
へ
一
時
保
育
の
実
施　
　

万
円

９１

　

男
女
を
通
じ
て
子
育
て
世
代
が
会
議
等
に
参
加
し
や
す
い

よ
う
、
市
の
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
一
時
保
育
を
実

施
し
ま
す
。

□
障
害
者
自
立
支
援
認
定
審
査
会
の
設
置 

４
０
３
万
円

　

国
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
に
よ
り
、
豊
岡
市
障
害

者
自
立
支
援
認
定
審
査
会
を
設
置
し
ま
す
。

□
広
域
的
障
害
児
療
育
施
設
の
整
備 

６
万
円

　

豊
岡
病
院
に
隣
接
す
る
ゾ
ー
ン
に
、
広
域
的
な
障
害
児
療

育
施
設
を
整
備
す
る
た
め
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

□
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
整
備 

７
２
６
３
万
円

　

奥
野
地
区
と
日
高
町 
羽  
尻 
地
区
に
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設

は 

じ
り

（
携
帯
電
話
）を
整
備
し
ま
す
。

□
但
馬
空
港
利
用
の
促
進 

６
４
１
９
万
円

　

市
内
の
小
学
１
年
生
へ
の
無
料
航
空
券
引
換
券
配
布
を
小

学
生
全
員
に
拡
大
し
て
配
布
し
ま
す
。

□
知
見
八
鹿
線
の
整
備 

　

億
３
５
３
１
万
円

１１

　

日
高
町
知
見
と
養
父
市
八
鹿
町 
馬  
瀬 
を
結
ぶ
道
路
お
よ
び

ま 

ぜ

ト
ン
ネ
ル（
総
延
長
１
、４
８
０
メ
ー
ト
ル
）を
整
備
し
ま
す
。

　

竹
野
地
域
に
お
い
て
、
県
道
日
高
竹
野
線
の
災
害
時
の
代

替
道
路
・
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
阿
金
谷
轟
線
（
総
延
長
１
、

３
０
０
メ
ー
ト
ル
）
を
整
備
し
ま
す
。

□
大
開
一
日
市
線
の
整
備 

１
４
５
３
万
円

　

国
道
１
７
８
号
バ
イ
パ
ス
と
主
要
地
方
道
豊
岡
港
線
を
結

ぶ
道
路
と
し
て
、
大
開
一
日
市
線
（
総
延
長
４
５
０
メ
ー
ト

ル
）
を
整
備
し
ま
す
。

□
公
営
住
宅
の
整
備 

３
億
４
０
４
５
万
円

豊
岡
今
森
団
地
、
城
崎
円
山
団
地（　

戸
）、
但
東 
如
布 
団
地

に
ょ
う

１８

（　

戸
）・
出
合
団
地（　

戸
）の
建
設
を
進
め
ま
す
。

１５

１０

□
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
の
支
援 

３
８
６
万
円

　

大
石
り
く
ま
つ
り
と
あ
わ
せ
た
「
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
」
の

開
催
を
支
援
し
ま
す
。

□
各
総
合
支
所
へ
地
域
特
性
経
費 

２
５
０
０
万
円

　

各
総
合
支
所
に
５
０
０
万
円
の
予
算
枠
を
設
け
、
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

□
市
税
滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入 

６
２
１
万
円

　

税
等
の
債
権
等
を
デ
ー
タ
化
し
、
債
権
管
理
・
納
税
交
渉

を
効
率
的
に
行
い
、
滞
納
者
の
減
少
を
図
り
ま
す
。

□
新
総
合
計
画
の
策
定 

７
７
３
万
円

　

新
生
「
豊
岡
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
と
な
る
総
合

計
画
を
平
成　

年
度
末
に
策
定
し
ま
す
。

１８

□
行
政
改
革
大
綱
の
策
定 

１
７
７
万
円

　

行
政
改
革
の
指
針
と
な
る
大
綱
を
本
年
秋
に
策
定
し
ま
す
。

□
地
域
福
祉
計
画
・
障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定 
４
５
２
万
円

　

地
域
福
祉
・
障
害
者
福
祉
の
指
針
と
な
る
地
域
福
祉
計
画

お
よ
び
障
害
者
福
祉
計
画
を
平
成　

年
度
末
に
策
定
し
ま
す
。

１８

６
・　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

　
　
　
　
　
　
　

・
日
々
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

７
・　

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

８
・　

交
流
基
盤
の
整
備

９
・　

そ
の
他
の
ま
ち
づ
く
り
施
策

　
・　

新
生
豊
岡
市
の
指
針
づ
く
り

１０

▲出石城下町の更なる魅力づくりのため、
芝居小屋「永楽館」を復原

▲７月２５日～３０日の６日間、竹野浜に開設
されるナイター海水浴場を支援

▲子どもの野生復帰事業として、リーダー
養成など自然体験活動を展開

▲但東総合支所に24時間体制の救急を主体
とした豊岡消防署の駐在所を設置

▲湯の原温泉オートキャンプ場にコテージ
や親水広場などを整備

▲城崎温泉街の木屋町小路に、にぎわいを
創出する活性化施設を整備

□ 
阿  
金  
谷 
轟
線
の
整
備 

１
億
１
５
０
０
万
円

あ 

こ
ん 
だ
に


